
 

茎疫病の発生に注意！ 
梅雨末期の大雨により、大豆の湿害が予想されますので、排水対策

に努めてください。 

また、冠水及び水分の多いほ場では、茎疫病の発生が懸念されるの 

で注意してください。 
 

１ 排水対策 

  排水溝を点検し、すみやかにほ場内から排水するよう努めてください。 

２ 茎疫病の対策  

  本病は、大豆の発芽期から収穫期近くまで生育のほぼ全期間発病する。 

土壌伝染し、水分の多いほ場で多発する。 

 

① 防除薬剤（発病初期） 

病害の兆候が見られたら、地際部を中心に薬剤散布する。 

 

 

② 病株は早期に抜き取り処分し、あわせてほ場の排水に努める。  

 

薬剤名 
希釈倍数 

（10a 使用液量） 
使用回数 備考 

フェスティバル 

C水和剤 

600 倍 

（100～300 ㍑） 
3 回以内 収穫 7日前まで 

フェスティバル M

水和剤 

750 倍 

（150～300 ㍑） 
3 回以内 収穫 45 日前まで 

ベトファイター

顆粒水和剤 

2000 倍 

（100～300 ㍑） 
2 回以内 収穫 7日前まで 

ダイズ茎疫病の症状 

 

※フェスティバルの使用回数は、Cおよび Bの２つ合わせて３回以内となります。 

↑ダイズ茎疫病 

（石川県病害虫防除ハンドブック） 
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